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The relevance among assertion behavior, social support,
family relationship and hardiness in university students
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Objective: With the attenuation of human relations, a decrease in communicative competence becomes 
problematic, and the necessity of teaching communication skills in primary- and secondary-level 
education rises. The aim of this study is to investigate the hypothesis that social support and family 
relationship affects hardiness and hardiness affect assertion behaviors.
Method: 175 university students (85 men: 19.2±1.0yrs, 94 females 19.4±1.2yrs) completed a 
questionnaire measuring instrumental and emotional social support from family and friends, assertion 
behavior (Relationship formation, Persuasion negotiations), family relationships (Cohesion and 
expression, Tangle) and hardiness (Commitment, Control, and Challenge).
Results: Cohesion and expression in family relationship influenced hardiness (Commitment, and 
Control). Emotional support from friends affected Commitment. Instrumental support from friends 
affected Challenge. Hardiness (Commitment, and Control) affected relationship formation of assertion 
behavior. Hardiness (Challenge) affected persuasion negotiation of assertion behavior.
Discussion: The results suggest that the emotional support from friends was related to the factor that 
promotes assertion behavior. In addition, acquisition of assertion behavior might be effective in building 
good family relationships and nurturing the power to live.
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Ⅰ．緒　言

　青年期は，家族からの自立が始まり友人との新たな

関係性を築いていく時期である（柴橋，2005）。しかし，

昨今人間関係の希薄化が問題視されており，コミュニ

ケーション能力の育成など，他者との関係性を築くた

めの取り組みの必要性が指摘されている（文部科学省，

2005）。このような状況の中，直接他者との関係性の

構築に効果をもたらし （濱口，1994；園田，2003），
自尊感情の向上やストレスの緩衝に有効に働くコミュ

ニケーションスキルとして（Hamaideh, 2011；金子・

今井・加藤・常本・城，2010；加藤・前田・西・江村・

目久田・森，2009），アサーション行動に関する報告

がなされている。

　沢崎と平木（2005）の定義によるとアサーションと

は，「自分も相手も大切にした自己表現」であり，「自

分の考え，欲求，気持ちなどを率直に，正直に，その

場にあった適切な方法で述べること」とされている。

そこで，アサーション行動をストレス対処方略として

分類すると，問題焦点型のストレス対処方略に分類す



図１　ソーシャルサポート，アサーション行動，家族関係およびハーディネスの関連のモデル
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ることができる（玉瀬，2004）。問題焦点型のストレ

ス対処方略は長期的にはストレスを軽減する効果があ

るが，問題を解決しようとする過程で，短期的にスト

レスを増加させると考えられ（Marco, 1999）。アサー

ション行動においても利益を異にする相手と問題を共

有し，その解決を図るためにアサーティブな態度をと

ることは，相手との間に葛藤が生じ短期的にはストレ

スとなる可能性がある。そのため，アサーション行動

をとるには，この葛藤を乗り越える必要がある。

　アサーション行動の獲得に効果的な介入方法を探究

するために，アサーション行動の発現に関連する様々

な要因について検討が行われている。これらの要因

は，内的要因と外的要因に分類することができる。内

的要因としては，情動コンピテンス，セルフ・コントー

ルなどの個人の心理特性との関連性が検討されている

（玉瀬・越智・才能・石川，2001；玉瀬・角野 2005；
玉瀬・岩室，2004；久木山，2002）。一方，外的要因

としては，他者との関係性について検討されている（玉

瀬・馬場，2003；金子・平宮 2002）。つまり，これら

の研究では，内的要因や外的要因が直接アサーション

行動と関連していると報告されている。しかし，アン

トノフスキー （2001）は健康生成モデルにおいて，内

的資源（内的要因）は，外的資源（外的要因）によっ

て強化され，内的資源（内的要因）は外的資源（外的

要因）を動員してストレスに対する首尾よい対処方略

を実行していると説明している。本研究では，アサー

ション行動をストレスに対する首尾よい対処方略の一

つと仮定し， アントノフスキー（2001）のモデルに基

づいて，アサーション行動を規定する要因について検

討することとした。

　アサーション行動に影響する内的要因として，ハー

ディネスを想定した。ハーディネスは，ストレス状況

下においても健康を維持することのできる性格特性で

あり「コミットメント（Commitment）」「コントロー

ル（Control）」「チャレンジ（Challenge）」の 3 つの傾

向から構成される。コミットメントとは，自分自身が

取り組んでいること，好奇心や興味を持っている活動，

事柄や人に対して容易に関与することである。コント

ロールとは，自分の考え，発言，行動が自分の周りで

起こっていることに影響を及ぼすと信じ行動すること

である。チャレンジとは，人生は変化し，その変化は

人の成長に寄与しているとする姿勢である（Kobasha, 
Maddi, Puccetti , and Zola, 1985）。ハーディネスが高い

と，自分の意見を率直に伝える過程で他者との葛藤が

生じたとしても，それを乗り越え，他者と良い関係を

形成することができると考えた。

　一方，ハーディネスに影響する外的要因として，家

族関係とソーシャル・サポートを想定した。高度成長

期以来の就労形態の変化は，家族関係の希薄化を促進

している（木村，1973）。このことは，人間関係全体

の希薄化にも影響している。そして，ネガティブな家

族関係はハーディネスを低下させ，ポジティブな家族

関係はハーディネスを向上させて，アサーション行動

の発現に影響すると推測した。
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　また，ソーシャル・サポートは，ストレスを緩衝

し精神的健康を促進するとされている（福岡・橋本，

1997）。特に，青年期において，友人からの情動的サ

ポートは自立を補償し心理的な健康を保つ上でも大き

な役割を果たしている（山下・坂田，2008）。さらに，

他者との関係性は，自己肯定感と他者肯定感を高める

要因であることが明らかにされている点を考慮する

と （細田・田蔦 2009），次のようなことも仮定できる。

つまり，他者からのソーシャル・サポートを知覚する

ことによって，他者との友好的な関係性が築かれ自己

および他者への肯定感が高くなる。そうすれば，他

者に積極的に関与しようとしたり（コミットメント），

たとえ他者との間に葛藤や変化が生じたとしても他者

との良好な関係性から生まれる自己確信に基づいて，

それを成長の機会としてとらえることができ（チャレ

ンジ），ハーディネスが高まりアサーション行動を促

進すると予想できる。

　以上の点をまとめ，家族関係，ソーシャル・サポート，

ハーディネス，アサーション行動の関連性を図 1 のモ

デルに示した。

Ⅱ．方　法

１．調査対象者及び調査時期

　大学生 175 名（男性 81 名：平均年齢 19.2 歳 ±1.0 歳，

女性 94 名：19.4 歳 ±1.2 歳）を対象に大学での講義終

了後，質問紙調査を行った。調査時期は 2009 年 10 月

から 2010 年 1 月であった。調査はすべて無記名で行

われた。

２．調査内容

(1) アサーション行動：玉瀬・越智・才能・石川（2001）
が作成した青年用アサーション尺度を使用した。尺度

は関係形成アサーションと説得交渉アサーションの二

つの下位項目から構成されている。関係形成アサー

ションとは，人とのよりよい関係を形成しようとする

アサーション行動である。説得交渉アサーションとは，

何らかの葛藤的な場面において相手に対して説得や交

渉を行おうとするアサーション行動である。「全くそ

うしない（1 点）」から「必ずそうする（5 点）」の 5
件法で回答させた。得点が高いほど，アサーション行

動の程度が高いことを示している。

(2) ハーディネス：森・東篠・佐々木（2005）が作成

した学生用ハーディネス尺度を使用した。ハーディネ

スとは高ストレス状況下で健康を保つことのできる性

格特性で，コミットメント・コントロール・チャレン

ジの 3 要素から構成されている。コミットメントとは

人生の様々な状況に自分を十分関与させる傾向であ

り，チャレンジは安定性よりもむしろ変化が人生の標

準であり成長の機会であると捉える傾向である。コン

トロールは個人が出来事の推移に対してある一定の範

囲内で影響を及ぼすことができると信じ，かつそのよ

うに行動する傾向であると定義されている。「あては

まらない（1 点）」から「あてはまる（4 点）」の 4 件

法で回答させた。得点が高いほど，ハーディネスが高

いことを示している。

(3) 家族関係：田口・山崎・戸ヶ里（2009）が作成し

た日本語版家族関係尺度（Family Relationships Index
以下日本語版 FRI と呼ぶ）を使用した。この尺度は凝

集表出性と葛藤性の二つの下位項目から構成されてい

る。凝集表出性とは家族同士で互いのことについて表

明し家族が団結している傾向であり，葛藤性とは家族

間で争いごとなどの葛藤が生じる傾向を示したもので

ある。「いいえ（0 点）」から「はい（3 点）」の 4 件法

で回答させた。得点が高いほど，凝集表出性および葛

藤性の程度の高い家族関係であることを示している。

(4) ソーシャル・サポート：福岡・橋本（1993）の作

成したソーシャル・サポート尺度を使用した。この尺

度は，道具的サポートと情動的サポートの 2 要素から

構成されている。それぞれの項目に対して，家族また

は友人を想定した場合にあてはまる程度を回答させ

た。「全くない（1 点）」から「よくある（5 点）」の 5
件法で回答させた。得点が高いほど家族や友人からの

サポートの程度が高いことを示している。

３．分析方法

　はじめに，各尺度の妥当性と信頼性について検討し

た。次に，尺度間の相関係数を算出し，図 1 のモデル

に基づいて重回帰分析を行った。分析は SPSS Ver.16
で行った。

Ⅲ．結　果

１．尺度の検討（表 1,2,3）

　アサーション行動を測定する 16 項目について，重

み付けのない最小二乗法，固有値 1 以上で因子を抽出

し，プロマックス回転を行った。因子負荷量が .40 未

満であった 1 項目（11）を削除し，再び同様の方法で

因子分析を行ったところ，4 因子が抽出された。第 3
因子（3,9）と第 4 因子（8,16）は，質問項目が 2 項目

しかなく，その後の分析を行うには項目数が少ない。

そこで，第 3 因子と第 4 因子で抽出された 4 項目を削

除し，再度因子分析を行ったところ，2 つの因子が抽

出された。各因子の内容は先行研究とほぼ同様であっ

たので，先行研究と同様，第 1 因子を「関係形成因子」，

第 2 因子を「説得交渉因子」と命名した。各因子のク



表１　青年用アサーション尺度の因子分析結果

（重み付けのない最小二乗法，プロマックス回転）

表２　ハーディネス尺度の因子分析結果

（重み付けのない最小二乗法，プロマックス回転）

表３　家族関係尺度の因子分析結果

（主因子法，プロマックス回転）
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ロンバックの α係数は，「関係形成因子」.758，「説得

交渉因子」.683 であった。

　ハーディネスを測定する 27 項目について，重み付

けのない最小二乗法，因子数 3 で因子を抽出し，プロ

マックス回転を行った。因子負荷量 .40 未満の項目を

削除し，同様の方法で因子分析を繰り返した。その結

果，各因子ともに先行研究と共通の項目がみられたの

で先行研究と同様，第 1 因子を「チャレンジ」，第 2
因子を「コントロール」，第 3 因子を「コミットメント」

と命名した。各因子のクロンバックの α係数を算出し

たところ，「コミットメント」は .754，「コントロール」

は .867，「チャレンジ」は .860 であった。

　家族関係を測定する 10 項目について，主因子法，

因子数 2 で因子を抽出し，プロマックス回転を行った。

その結果，各因子に先行研究と同様の内容がみられた

ので先行研究と同様，第 1 因子を「凝集表出性」，第

2 因子を「葛藤性」と命名した。各因子のクロンバッ

クの α係数は「凝集表出性」.812，「葛藤性」.574 であっ

た。

　ソーシャル・サポートを測定する尺度については，

下位尺度ごとに主成分分析を行った。第一主成分の

寄与率は 59.08% から 69.60%，第二主成分の寄与率は

7.96% から 12.66% であった。また，第一主成分の因

子負荷量は .632 以上であった。よってそれぞれの下

位尺度で極めて強い一次元構造が確認された。各因子

のクロンバックの α係数は「友人からの情動的サポー

ト」は .892，「友人からの道具的サポート」.855，「家

族からの情動的サポート」.904，「家族からの道具的

サポート」.912 であった。



表４　アサーション行動，家族関係，ハーディネス，ソーシャルサポート間の相関関係

表５－１　ハーディネス，家族の凝集性とソーシャル・

スキルの重回帰分析結果

表５－２　ハーディネスとアサーション行動の重回帰

分析結果
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２．家族関係，ソーシャル・サポート，ハーディネス

およびアサーション行動の関係（表 4）

　それぞれの尺度間の相関分析を行った結果を表 4 に

示す。家族関係の凝集表出性は，友人および家族から

の情動的なサポート，ハーディネス，アサーション行

動の関係形成因子と正の相関関係にあった。葛藤性

は，どの項目とも相関関係はみられなかった。友人か

らの情動的サポートは，ハーディネスのコントロール

以外のすべての項目と正の相関があった。友人からの

道具的サポートは，家族からのソーシャル・サポート，

ハーディネスのチャレンジ，アサーション行動の関係

形成因子と関連があった。家族からの情動的サポート

は，家族からの道具的サポート，ハーディネスのコミッ

トメント，アサーション行動の関係形成因子と関連が

あった。家族からの道具的サポートは，ハーディネス

のコミットメントとアサーション行動の関係形成因子

と関連があった。ハーディネスのコミットメントは，

ハーディネスのチャレンジ，アサーション行動の関係

形成因子と関連があった。ハーディネスのコントロー

ルもハーディネスのチャレンジおよびアサーション行

動と関連していた。そして，ハーディネスのチャレン

ジは，アサーション行動と関連していた。最後に，ア

サーション行動の関係形成因子は説得交渉因子と関連

していた。 
　次に，図 1 のモデルに基づいて重回帰分析を行った

（表 5-1，表 5-2）。はじめに，ハーディネスを従属変

数とし，家族関係とソーシャル・サポートを独立変数

とした。家族関係の凝集表出性は，ハーディネスのコ

ントロールに影響していた。そして，友人からの情動

的サポートはコミットメントに，道具的なサポートは

チャレンジに影響していた。次に，アサーション行動
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を従属変数とし，ハーディネスを独立変数として重回

帰分析を行ったところ，ハーディネスのコミットメン

トとコントロールは関係形成因子に，チャレンジは説

得交渉因子に影響していた。

Ⅳ．考　察

　大学生を対象にソーシャル・サポート，家族関係，

ハーディネスおよびアサーション行動の関係について

みたところ，友人からの情動的なサポートはコミット

メントに，道具的サポートはチャレンジに，そして，

家族の凝集性はコントロールに影響していることが示

された。つまり，アントノフスキー （2001）が示唆し

ているように，ソーシャル・サポートや家族関係と

いった外的資源は，ストレス状況下においても健康を

保つことのできる心的特徴であるハーディネスの向上

に影響する可能性があることが確認された。また，家

族からのソーシャル・サポートは，ハーディネスと関

連性があるものの，影響性はみられなかった。その一

方で，家族関係の凝集表出性はハーディネスに影響し

ており，家族からの直接的なサポートよりもそれまで

に築かれた家族との関係性がハーディネスに影響する

可能性が確認された。

　また，ハーディネスのコミットメントとコントロー

ルは関係形成因子に影響し，チャレンジは説得向上因

子に影響していた。つまり，ハーディネスといった心

理的特性が高まることによって，アサーション行動が

促進する可能性が示された。さらに，その内容をみて

みると，人生の様々な状況に自分を関与させようとす

る傾向であるコミットメントや出来事の推移に対して

一定の影響を及ぼすことができると考え行動するコン

トロールが関係形成因子に影響しており，人との関係

を築く上で有効に機能することが示された。また，変

化を成長の機会ととらえるチャレンジが他者との葛藤

を乗り越え，問題の解決に至ろうとする説得交渉を示

すアサーション行動の側面に影響していたことは妥当

な結果である。

　以上のように，アントノフスキー （2001）の示した

健康生成モデルに基づいて，家族関係，ソーシャル・

サポート，ハーディネスおよびアサーション行動の関

係について検討したところ，内的資源である心理的特

性ハーディネスは，外的資源であるソーシャル・サポー

トや家族関係の影響をうけ，ハーディネスが高ければ，

アサーション行動も強化される可能性が示された。

　また，アサーション行動は，直接ソーシャル・サポー

トや家族関係とも相関関係があった。アサーション行

動は，相手も自分も大切にしながら自分を主張するコ

ミュニケーションである。しかし，相手を大切にする

ことと自分を大切にすることにおいて，常に互いの思

いや利益が一致するとは限らない。時にはその思いや

利益が対立し葛藤が生じることもある（沢崎・平木，

2005）。このような時，所属する集団が情動的にサポー

ティブな環境であったり，自らの意見を表出できる凝

集性のある家族環境にあることは，アサーティブな行

動の促進につながると考えられる。この点について，

玉瀬と馬場（2003）も他者との心理的な距離がアサー

ション行動の発現に影響することを示している。細田

や田蔦（2009）の中学生を対象とした調査では，友人

からのソーシャル・サポートの程度が高いと自己肯定

感が強まることが明らかにされており，「自分は自分

であって大丈夫」とした自己確信が強化されると考察

されている。つまり，本研究の結果をあわせて考える

と，大学生も友人からのソーシャル・サポートや家族

の凝集性が強まると所属するグループにおいて自己確

信や自律性を確立し，アサーティブな行動が促進され

ると考えられる。そのため，アサーション・トレーニ

ングを取り入れた授業を計画する時には，個人のソー

シャル・スキルにのみ注目するのではなく，クラスに

おけるサポーティブな仲間作りや家族の在り方も視野

に入れて検討する必要がある。

　加藤と西（2010）の小学校高学年を対象とした研究

では，家族関係における自尊感情が友人関係における

自尊感情に影響していることを明らかにしており，家

族関係を通した自己評価は，友人関係を通した自己評

価に影響することが指摘されている。大学生になると，

生活面においても心理的な面においても家族からの自

立が進んで友人との関係性が深まり，家族関係よりも

友人関係が個人の行動に影響を与えるようになると考

えられる。しかし，今回の調査では，家族関係も家族

からのソーシャル・サポートとともにアサーション行

動と関連しており，青年期になっても家族とのコミュ

ニケーションが極めて重要であることが示された。

　本研究では，大学生を対象として家族関係，ソーシャ

ル・サポート，ハーディネス，アサーション行動の関

連性について検討し，アサーション行動獲得のための

一定の知見を得ることができた。今後は，得られた知

見に基づいて実践プログラムを作成する必要がある。

特に，人間関係スキルの獲得には，家族関係が影響し

ていることが今回示された。つまり，アサーション行

動の獲得には，家族関係のありかたも視野に入れた取

り組みが必要である。学校教育において，家族関係に

ついて学ぶ機会としては，道徳教育や家庭科教育など

がある。今後は，教科とのつながりを考慮するととも

に，道徳や家庭科を履修する小学生から高校生を対象
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とした調査を行い，発達段階別の特徴について明らか

にし，より精緻化された系統的な教育実践を計画する

必要がある。

Ⅴ．要　約

　大学生を対象として，家族関係，ソーシャル・サポー

ト，ハーディネス，アサーション行動との関連につい

て検討したところ，それぞれの要因を測定する尺度の

妥当性と信頼性が確認された。また，家族関係やソー

シャル・サポートは，ハーディネスに影響し，ハーディ

ネスはアサーション行動に影響していることが示唆さ

れた。
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